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思
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「
中
津
時
代
」
に
焦
点
を
当
て
て

江

島

顕
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目
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一
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田
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学
校
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お
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教
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研
究
活
動

二

万
田
尋
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小
学
校
に
お
け
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教
育
、
研
究
活
動

三

中
津
高
等
小
学
校
に
お
け
る
教
育
、
研
究
活
動

お
わ
り
に

は
じ
め
に

わ
が
国
の
近
代
教
育
は
、
一
八
七
二
（
明
治
五
）
年
の
「
学
制
」
の
発

布
を
も
っ
て
出
発
し
、
一
八
八
〇
年
代
に
入
る
と
、
政
治
及
び
経
済
等
の

変
化
と
も
あ
い
ま
っ
て
、
国
民
の
生
活
実
態
に
即
し
た
学
校
体
制
を
模
索

す
る
よ
う
に
な
り
、
一
八
八
六
（
明
治
十
九
）
年
の
諸
学
校
令
の
公
布
に

よ
っ
て
、
よ
う
や
く
制
度
的
原
型
を
確
立
し
た
。
こ
う
し
て
中
央
が
教
育

政
策
を
提
示
し
、
地
方
が
基
本
的
に
こ
れ
ら
に
準
拠
し
つ
つ
整
備
を
進

め
、
わ
が
国
の
近
代
教
育
は
成
立
し
て
い
く
の
で
あ
っ
た
。

こ
う
し
た
近
代
教
育
の
創
始
か
ら
模
索
、
そ
し
て
確
立
を
迎
え
て
い
く

変
遷
の
中
で
、
一
学
徒
と
し
て
学
び
、
一
教
員
と
し
て
教
え
た
人
物
が
、

廣
池
千
九
郎
（
一
八
六
六
（
慶
應
二
）
〜
一
九
三
八
（
昭
和
十
三
）
年
）

で
あ
る
。
廣
池
に
と
っ
て
、
郷
里
で
あ
る
大
分
県
中
津
市
で
、
修
学
に
勉

め
た
幼
・
少
年
期
か
ら
、
教
員
を
務
め
た
青
年
期
ま
で
の
二
十
六
年
間

は
、
そ
の
生
涯
の
中
で
、
最
初
期
の
思
想
形
成
の
時
期
で
あ
っ
た
と
と
も

に
、
教
育
に
直
接
的
に
従
事
し
て
い
た
時
期
で
も
あ
っ
た
。
そ
の
意
味
で

は
、
後
年
『
道
徳
科
学
の
論
文
』（
一
九
二
八
年
）
を
著
し
、「
モ
ラ
ロ
ジ

ー
」
を
提
唱
し
て
、
今
日
の
麗
澤
大
学
の
前
身
で
あ
る
道
徳
科
学
専
攻
塾

（
一
九
三
五
年
）
を
創
立
す
る
に
至
っ
た
廣
池
の
教
育
思
想
を
考
察
す
る

上
で
、「
中
津
時
代
」
は
極
め
て
重
要
な
時
期
で
あ
る
と
言
え
る
。



廣
池
千
九
郎
に
つ
い
て
の
こ
れ
ま
で
の
研
究
に
お
い
て
、「
中
津
時
代
」

に
関
す
る
研
究
は
決
し
て
少
な
く
な
い
。
と
り
わ
け
、
浅
野
栄
一
郎
『
廣

池
博
士
の
資
料
研
究
｜
中
津
時
代
｜
』（
広
池
学
園
事
業
部
、
一
九
七
九

年
）、
大
澤
俊
夫
『
青
年
教
師
廣
池
千
九
郎

付
・
廣
池
博
士
の
学
問
上

の
業
績
』（
広
池
学
園
出
版
部
、
一
九
八
二
年
、
初
出：

財
団
法
人
道
徳

科
学
研
究
所
『
社
会
教
育
資
料
』
第
三
十
二
・
三
十
七
・
三
十
九
号
、
一

九
六
一
・
一
九
六
三
・
一
九
六
四
年
）
は
、
そ
の
時
期
を
直
接
の
対
象
と

し
た
著
作
で

１
）

あ
る
。
前
著
は
、
廣
池
の
「
中
津
時
代
」
を
体
系
的
に
描
い

た
も
の
で
あ
り
、
後
著
は
、
廣
池
の
初
等
教
員
と
し
て
の
教
育
活
動
を
取

り
上
げ
た
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
労
作
は
廣
池
の
こ
の
時
期
の
事
績
を

摑
む
上
で
の
基
礎
的
研
究
で
あ
る
と
い
え
る
。
し
か
し
、
両
著
の
主
眼

は
、
廣
池
の
「
中
津
時
代
」
の
全
容
を
網
羅
的
に
捕
捉
し
、
教
員
で
あ
っ

た
青
年
期
に
お
け
る
個
々
の
事
績
を
紹
介
的
に
叙
述
す
る
こ
と
に
置
か
れ

て
お
り
、
例
え
ば
、
そ
れ
ら
が
当
時
の
ど
の
よ
う
な
中
央
の
教
育
動
向
あ

る
い
は
地
域
の
教
育
状
況
の
中
で
形
成
、
展
開
さ
れ
た
の
か
、
ま
た
、
そ

れ
ら
が
各
々
に
ど
の
よ
う
な
関
連
や
影
響
を
持
つ
も
の
で
あ
っ
た
の
か
な

ど
の
点
に
つ
い
て
は
、
必
ず
し
も
十
分
な
叙
述
が
な
さ
れ
て
い
る
わ
け
で

は
な
い
。

こ
う
し
た
先
行
研
究
を
踏
ま
え
、
本
稿
で
は
、
廣
池
の
思
想
、
業
績

を
、
廣
池
千
九
郎
と
い
う
人
間
の
個
人
史
の
中
で
意
味
付
け
る
の
で
は
な

く
、
明
治
前
半
期
と
い
う
廣
池
の
生
き
た
歴
史
の
中
に
位
置
付
け
る
こ
と

を
目
的
と
す
る
。
具
体
的
に
は
、
廣
池
が
正
規
教
員
と
し
て
教
壇
に
立
っ

た
十
八
歳
か
ら
、
歴
史
家
を
志
し
て
教
員
を
辞
し
、
京
都
へ
旅
立
つ
二
十

六
歳
ま
で
の
期
間
を
射

２
）

程
に
、
こ
の
時
期
の
廣
池
の
教
育
思
想
を
そ
の
構

造
や
内
容
に
即
し
て
内
在
的
に
読
み
解
き
つ
つ
、
当
時
の
わ
が
国
の
歴
史

的
、
社
会
的
背
景
や
中
津
の
地
域
状
況
や
教
育
実
態
な
ど
の
外
在
的
な
動

向
、
契
機
、
要
因
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
廣
池
の
教
育
活
動
や
研
究
業
績
を

同
時
代
の
日
本
教
育
（
思
想
）
史
と
い
う
文
脈
の
中
に
跡
付
け
る
こ
と
を

試
み
る
。

な
お
、
資
料
の
引
用
に
際
し
て
は
、
適
宜
旧
字
体
は
新
字
体
に
改
め
、

句
読
点
を
補
い
、
仮
名
遣
い
は
原
文
の
ま
ま
と
し
た
。

一

形
田
小
学
校
に
お
け
る
教
育
、
研
究
活
動

一
八
八
五
（
明
治
十
八
）
年
三
月
、
廣
池
は
形
田
小
学
校
に
訓
導
と
し

て
任
用
さ

３
）

れ
た
。
形
田
小
学
校
の
規
模
や
状
況
、
そ
し
て
そ
こ
で
の
教
育

活
動
に
つ
い
て
は
、
自
身
に
よ
る
次
の
一
節
に
よ
く
表
さ
れ
て
い
る
。

正
月
二
十
日
よ
り
、
第
三
十
五
番
形
田
小
学
校
に
在
勤
し
、
新
三
月

二
十
六
日
、
六
等
訓
導
月
給
七
円
に
任
用
せ
ら
る
。
月
給
実
は
五
円
な

り

爾
来
同
校
を
し
て
一
大
改
革
を
な
し
、
本
郡
教
育
の
改
良
を
謀

ら
ん
と
欲
し
、
且
つ
子
守
児
の
た
め
に
教
育
の
法
を
立
て
ん
と
、
茨

城
県
下
総
国
下
妻
町
渡
辺
嘉
重
氏
等
に
そ
の
趣
を
問
い
合
わ
せ
、
そ

の
他
種
々
熱
心
な
し
た
れ
ど
も
、
元
来
形
田
校
は
本
郡
一
の
小
校
に

て
、
学
区
内
の
戸
数
百
に
万
た
ず
。
加
う
る
に
学
事
掛
り
お
よ
び
村
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内
の
有
志
者
等
い
っ
さ
い
学
事
に
熱
心
す
る
な
く
、
ま
た
加
う
る
に

千
九
郎
が
若
年
に
し
て
信
用
を
世
人
に
得
ざ
る
等
よ
り
し
て
、
思
い

込
ん
だ
る
望
願
も
み
な
水
泡
に
帰
し
た
り

４
）

け
り

こ
の
よ
う
に
、
は
れ
て
正
規
教
員
と
な
っ
た
廣
池
は
、
地
元
の
教
育
改

革
を
行
う
べ
く
、
い
わ
ゆ
る
子
守
学
校
の
実
施
に
向
け
て
、
そ
の
先
駆
者

で
あ
っ
た
渡
辺
嘉
重
に
直
接
問
い
合
わ
せ
る

５
）

な
ど
、
熱
心
に
諸
々
の
教
育

活
動
を
企
図
し
た
よ
う
で
あ
る
が
、
住
民
の
教
育
へ
の
無
関
心
も
あ
っ

て
、
そ
の
結
果
は
惨
憺
た
る
も
の
に
終
わ
っ
て
し
ま
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

こ
の
形
田
小
学
校
は
、「
明
治
八
年
四
月
学
区
域
中
上
津
、
西
谷
、
東

谷
三
村
及
耶
馬
溪
村
の
大
部
分
と
、
今
行
、
東
屋
形
、
西
屋
形
は
分
離
独

立
し
て
各
地
方
に
学
校
を
設
置
し
た
（
中
略
）
後
明
治
十
二
年
に
至
り
更

に
樋
田
、
下
屋
形
二
村
は
分
離
し
、
同
年
二
月
下
屋
形
村
和
田
直
平
所
有

の
空
家
を
借
り
入
れ
、
形
田
校
と
称
し
て
授
業
を
開
始
し
た
（
中
略
）
形

田
校
の
最
初
の
職
員
は
後
藤
寛
吾
で
、
次
で
高
橋
豊
丸
、
高
橋
重
成
、
島

田
庄
一
郎
、
廣
池
千
九
郎
（
現
法
学
博
士
）
が
相
次
で
首
座
教
員
と
な

り
、
和
田
儀
一
が
次
座
教
員
に
任
じ
た
。
此
時
代
の
生
徒
数
は
四
十
名
位

で
あ
つ
た
と

６
）

云
ふ
」
と
あ
る
よ
う
に
、
借
り
入
れ
た
空
き
家
に
て
授
業
を

行
う
児
童
数
約
四
十
人
程
度
の
学
校
で
あ
っ
た
と
い
う
。
こ
の
形
田
小
学

校
と
そ
の
周
辺
地
域
は
、
山
間
部
の
僻
地
に
所
在
し
、
決
し
て
教
育
環
境

が
整
備
さ
れ
て
い
た
と
こ
ろ
で
は
な
か
っ
た
。

し
か
し
、
廣
池
の
教
育
へ
の
情
熱
は
冷
め
る
こ
と
な
く
、
一
八
八
五

（
明
治
十
八
）
年
五
月
、
大
分
県
の
教
育
の
普
及
・
改
良
・
上
進
を
図
る

目
的
を
も
っ
て
、
県
の
師
範
学
校
卒
業
生
が
中
心
と
な
っ
て
創
設
さ
れ
た

大
分
県
共
立
教
育
会
の
会
員
と

７
）

な
り
、
県
レ
ベ
ル
で
の
教
育
、
研
究
活
動

に
も
積
極
的
に
携
わ
っ
て
い
く
こ
と
と

８
）

な
る
。
廣
池
の
大
分
県
共
立
教
育

会
へ
の
関
与
は
、
主
と
し
て
教
員
講
習
会
へ
の
参
加
や
機
関
誌
『
大
分
県

共
立
教
育
会
雑
誌
』
へ
の
寄
稿
で
あ
っ
た
。
一
八
八
五
（
明
治
十
八
）
年

七
月
、
早
速
機
関
誌
に
「
陸
棲
魚
有
無
の
答
」
が
掲
載
さ
れ
て

９
）

い
る
。
ま

た
、
一
八
八
六
（
明
治
十
九
）
年
一
月
、
近
隣
の
平
田
村
の
西
浄
寺
で
開

催
さ
れ
た
教
員
講
習
会
に
参
加
し
て

10
）

い
る
。

さ
て
、
一
八
八
五
（
明
治
十
八
）
年
八
月
、「
教
育
令
」
が
再
改
正
さ

れ
た
。
当
時
の
地
方
の
教
育
状
況
は
、
一
八
八
〇
年
代
半
ば
よ
り
、
い
わ

ゆ
る
松
方
財
政
に
よ
る
デ
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
影
響
か
ら
経
済
不
況
の
打
撃

を
大
き
く
蒙

11
）

っ
た
。
大
分
県
も
例
外
で
は
な
く
、
授
業
料
な
ど
の
教
育
費

は
県
民
に
重
い
負
担
と
な
り
、
結
果
的
に
小
学
校
の
就
学
率
は
停
滞
し
た

ま
ま
で
あ

12
）

っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
再
改
正
は
、
地
方
の
教
育
費
の
節

減
と
、
廣
池
が
当
時
の
文
部
大
書
記
官
で
あ
っ
た
辻
新
二
の
演
説
を
引
い

て
語
っ
て
い
る
よ
う
に
、「
今
度
の
改
正
は
全
く
全
国
の
教
育
を
自
由
教

育
と
な
せ
し
な
ど
の
不
都
合
に
は
あ
ら
ず
、
ま
す
ま
す
全
国
の
貧
民
子
弟

に
至
る
ま
で
、
普
く
就
学
せ
し
む
る

13
）

目
的
」
を
有
し
て
い
た
。
し
か
し
、

結
果
的
に
は
学
校
数
の
減
少
や
就
学
率
の
低
下
を
招
き
、
さ
ら
に
は
施
行

期
間
も
短
か
っ
た
た
め
、
浸
透
す
る
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
な
お
、
一
八

八
五
（
明
治
十
八
）
年
時
、
県
内
に
お
け
る
小
学
校
の
就
学
率
は
、
四
十

八
％
で
あ
っ
た
。

廣池千九郎の教育思想


